
平成３０年３月 
広 島 市 

広島市東部地区連続立体交差事業の 
「見直し修正案」について 

※説明会配布資料は、 
 Ａ４両面カラー印刷とします。 
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 ⑴ 「当初計画」の概要 

 ⑵ 公共事業を取り巻く環境の変化 
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 ⑷ 見直しにあたっての留意点（見直しの視点） 

３ 見直し修正検討の結果 

 ⑴ 「見直し修正案」の概要 

 ⑵ 完成イメージ 

 ⑶ 完成後の道路ネットワーク 
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 船越踏切   ⇒アンダーパスを整備 
 引地踏切   ⇒存続 
 的場川西踏切 ⇒閉鎖 ⇒船越中央線(跨線橋)を整備 

１ 今回の見直し案の修正検討の流れ 
  ⑴ 「見直し案」（Ｈ２７.６公表）の概要 
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【凡例】 

    ：除却踏切（県域）、   ：除却踏切（市域） 

（海田町域 Ｌ＝約０．９ｋｍ） 

鉄道高架区間（Ⅱ期） Ｌ＝約０．９ｋｍ 

アンダーパス 

跨線橋 東西幹線道路 

（府中町域 Ｌ＝約１．１ｋｍ、市域 Ｌ＝約０．９ｋｍ） 

鉄道高架区間（Ⅰ期） Ｌ＝約２ｋｍ 

（市域 Ｌ＝約０．４ｋｍ、海田町域 Ｌ＝約０．７ｋｍ） 

鉄道高架区間（Ⅱ期） Ｌ＝約１．１ｋｍ 

船越地区の対応（３つの踏切） 
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 ① 危険な引地踏切が残る。 

 ② 船越踏切のアンダーパスは、鉄道沿いの道路（東西幹線道路や 

船越東線）に直接接続しないことから、大きな迂回が必要となり 

不便。 

 ③ 的場川西踏切の閉鎖に伴い整備する跨線橋は、鉄道沿いの道路 

（東西幹線道路）や県道広島海田線と直接接続しないことから、 

大きな迂回が必要となり不便であるとともに、反対者が多い中、 

用地買収が進まず実現性も乏しい。 

船越地区のまちづくりを確実に進めていくためにも、「見直し案」に

対する地元意見を真摯に受け止め、地元意見への対応策を検討 

船越地区の（一部）高架化を検討 

 ⑵ 「見直し案」に対する船越地区の主な地元意見 
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２ 平成２４年以降事業の見直しを行ってきた理由・背景 
 ⑴ 「当初計画」の概要 

 ① 全体事業費※１：約１，０５０億円 
          （市域：約３９０億円、県域：約６６０億円） 

 ② 工事期間  ※ ：１０年間程度 

 ③ 年間投資額※２：約９４億円 
          （市域：約３５億円、県域：約５９億円） 
 ④ 費用便益比※２：１．０程度 
      （Ｂ／Ｃ）  

※費用便益比（Ｂ／Ｃ）とは？ 
 社会・経済的な側面から事業の妥当性を評価する指標で、整備後の
便益(Ｂ)を整備等に必要な費用(Ｃ)で割ったもの。検討年数：50年間。 
 国の補助金（事業費の半分程度）を受けるためには、「１．０」 
以上が必要となる。 

便益(Ｂ)：踏切除却などによる移動時間の短縮効果や 
     踏切事故解消効果などを金額に換算 
費用(Ｃ)：用地補償費や工事費などに要する費用 

※１ 全体事業費は、近年の事業費単価をもとに県・市が試算した概算額 
※２ 年間投資額は、これまでの投資済額（市域：約４０億円、県域：約７０億円）を差し引き、 
  工事期間で除したもの 



市の街路事業予算※の推移 ※予算額は、当初予算額。 
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２ 平成２４年以降事業の見直しを行ってきた理由・背景 
 ⑵ 公共事業を取り巻く環境の変化 

 見直し着手後の広島市の街路事業予算は、都市計画決定時の約２００億円から 

１/３程度の約５０～７０億円に減少。 

億円 

平成 

 「当初計画」を実施しようとすると、年間投資額を抑える必要があり、事業が長期化。 

東部連立都市計画決定（Ｈ11.3）     

１/３程度
に減少 

約５０～７０億円     

約２００億円     

見直しに着手    

年度 

 大幅に減少した約５０～７０億円の街路事業予算から、「当初計画」の実施に 

必要な年平均約３５億円もの事業費を約１０年間にわたり確保することは困難。 
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 ⑶ 事業が長期化した場合の問題点 

事業の長期化 

完成時期の遅れ 

整備効果の発現が遅延 

費用便益比(Ｂ/Ｃ)が 
「１．０」を下回る 

便益 
（Ｂ） 

費用 

（Ｃ） 

便 益（B1） 

完成 

50 

年 費用 

（C）  Ｂ1／Ｃ＝１．０  

年間事業費を抑制し、事業が長期化 

 Ｂ2／Ｃ＜１．０  

年間投資額を抑制 

完成 

減少 便 益（B2） 

50 

年 
費用(Ｃ) 長期化 ・事業の投資効果が不十分 

・国の補助金が受けられない 

事業が実施できない 

費用便益比(Ｂ/Ｃ)が「１．０」以上となるような事業の見直しが必要 

便益 
（Ｂ） 

費用 

（Ｃ） 

費用便益比(Ｂ/Ｃ)の考え方(イメージ) 

４０年 

１０年 

２０年 

３０年 

※下図は、整備効果の発現が遅延した場合に、便益(Ｂ)が大きく縮小することを分かりやすく
説明するために示したイメージであり、実際のＢ/Ｃは、国の「費用便益分析マニュアル」に基
づき、完成後５０年間の便益(Ｂ)と整備や維持管理に係る費用(Ｃ)の各々に社会的割引率(4％)
を考慮して算出します。 
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 ⑷ 見直しにあたっての留意点（見直しの視点） 

① 事業実施手段の見直しによる 
 事業目的の達成 
 ・ 交通の円滑化 
 ・ 南北市街地の一体化 
 ・ 踏切の安全確保 

② 事業実施に向けての実現可能性 
 ・ 工事期間の長期化の解消や 
  事業費の縮減など事業規模の 
  見直し 

③ 土地区画整理事業への影響 
 ・ 工事期間の長期化の解消 
 ・ 土地区画整理事業の事業計画 
  との連携 

④ 連立事業の進捗状況 
 ・ 買収済用地の活用 
 

⑤ 海田町のまちづくりへの対応 
 ・ 土地区画整理事業などの関連事業 
    と一体となって鉄道を挟む地域の 
    一体化 

⑥ 交通特性を踏まえた鉄道の高架化 
 ・ 交通量の変化と将来予測 
 ・ 大型車の混入率  

⑦ 船越地区のまちづくりへの対応 

 ・ 引地踏切における安全性の確保 

 ・ 船越踏切における交差道路の利 

  便性向上 

 ・ 的場川西踏切の閉鎖に伴う代替 

  道路の利便性向上 

 

 
上記の「見直しの視点」を踏まえ、事業費の縮減を図るとともに年間投資額を

抑制するために事業期間は延長するが、費用便益比(Ｂ/Ｃ)を１．０以上確保

するために、Ⅰ期・Ⅱ期の分割施工としてⅠ期区間の整備効果を早期に発現。 



 
 
 船越踏切   ⇒車両通行制限なしで平面通行可 
 引地踏切   ⇒車両通行制限なしで平面通行可 
 的場川西踏切 ⇒閉鎖に伴う船越中央線は 
         車両通行制限なしで平面通行可 

船越地区の対応（３つの踏切） 

３ 見直し修正検討の結果 
 ⑴ 「見直し修正案」の概要 
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（府中町域 Ｌ＝約１．１ｋｍ、市域 Ｌ＝約０．９ｋｍ） 

鉄道高架区間（Ⅰ期） Ｌ＝約２ｋｍ 

（市域 Ｌ＝約１．０ｋｍ、海田町域 Ｌ＝約０．９ｋｍ） 

鉄道高架区間（Ⅱ期） Ｌ＝約１．９ｋｍ 

（海田町域 Ｌ＝約１．１ｋｍ） 

海田市駅を３階構造
にして、呉線が山陽
本線を乗り越し 

鉄道高架区間（Ⅱ期） Ｌ＝約１．１ｋｍ 

【凡例】 

    ：除却踏切（県域）、   ：除却踏切（市域） 
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＜Ⅰ期区間を的場川西踏切でおろす理由＞ 

 Ⅰ期区間を海田側に寄せた場合、既存の乗り越し施設に影響が生じる。 

的場川西 
踏切 堀越第１ 

踏切 
引地 
踏切 

広
島 

海
田 

Ⅰ期の鉄道縦断 
乗り越し施設 

鉄道の縦断イメージ 

乗り越し施設に影響が 
生じ、造りかえが必要 

 船越踏切の手前まである既存の乗り越し施設を造りかえることになれば、市域
内すべての区間を一括施工する「当初計画」と同様となり、Ⅰ期・Ⅱ期の分割施
工としてⅠ期区間の整備効果を早期に発現することができない。 
 このため、乗り越し施設に影響がなく、地盤が高く地形的にも有利である的場
川西踏切でおろすことが、最も合理的と判断。 
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⑵ 完成イメージ（船越踏切付近①） 

完成イメージ 

現 況 
※ 完成イメージは、市の概略検討によるものです。 
  今後、関係機関と協議しながら設計を進めていく 
  中で、変更となる場合があります。 

※桁下の道路は高さ制限なしで通行可能です。 
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⑵  完成イメージ（船越踏切付近②） 

完成イメージ 

※ 完成イメージは、市の概略検討によるものです。 
  今後、関係機関と協議しながら設計を進めていく 
  中で、変更となる場合があります。 
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現 況 

⑵  完成イメージ（引地踏切付近①） 

※桁下の道路は高さ制限なしで通行可能です。 

※ 完成イメージは、市の概略検討によるものです。 
  今後、関係機関と協議しながら設計を進めていく 
  中で、変更となる場合があります。 

完成イメージ 
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⑵  完成イメージ（引地踏切付近②） 

完成イメージ 

※ 完成イメージは、市の概略検討によるものです。 
  今後、関係機関と協議しながら設計を進めていく 
  中で、変更となる場合があります。 
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現 況 

⑵  完成イメージ（的場川西踏切付近①） 

※現在の的場川西踏切は横断できなくなります。 

※ 完成イメージは、市の概略検討によるものです。 
  今後、関係機関と協議しながら設計を進めていく 
  中で、変更となる場合があります。 

完成イメージ 
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⑵  完成イメージ（的場川西踏切付近②） 

完成イメージ 

※ 完成イメージは、市の 
  概略検討によるものです。 
  今後、関係機関と協議 
  しながら設計を進めていく 
  中で、変更となる場合が 
  あります。 

幅約3m、高さ約2.5mの歩行者横断道を設置 
的場川西踏切から概ね80m広島側の鉄道下に設置 
 詳細な横断位置や構造等については、今後、ＪＲと設計を 
 進めていく中で確定 

的場川西踏切の閉鎖に伴う代替道路
として(都)船越中央線を整備 
的場川西踏切から概ね170m海田側の 
県道広島海田線と(都)青崎中店線の
区間を整備 
 桁下の道路は高さ制限なしで平面通行可 



※ 完成イメージは、市の概略検討によるものです。 
  今後、関係機関と協議しながら設計を進めていく中で、変更となる場合があります。 
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⑵  完成イメージ（的場川西踏切付近③） 

的場川西踏切の閉鎖に伴う代替道路として
(都)船越中央線を整備 
的場川西踏切から概ね170m海田側の県道 
広島海田線と(都)青崎中店線の区間を整備 
 桁下の道路は高さ制限なしで平面通行可 幅約3m、高さ約2.5mの歩行者横断道を設置 

的場川西踏切から概ね80m広島側の鉄道下に設置 
 詳細な横断位置や構造等については、今後、ＪＲと設計を 
 進めていく中で確定 
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⑶ 完成後の道路ネットワーク（引地踏切付近～船越踏切付近） 

※ 完成イメージは、市の概略検討によるものです。 
  今後、関係機関と協議しながら設計を進めていく中で、変更となる場合があります。 



-18- 

⑶  完成後の道路ネットワーク（堀越第１踏切付近～船越中央線付近） 

※ 完成イメージは、市の概略検討によるものです。 
  今後、関係機関と協議しながら設計を進めていく中で、変更となる場合があります。 

幅約3m、高さ約2.5mの歩行者横断道を設置 
的場川西踏切から概ね80m広島側の鉄道下に設置 
 詳細な横断位置や構造等については、今後、ＪＲと設計を 
 進めていく中で確定 

的場川西踏切の閉鎖に伴う代替道路として
(都)船越中央線を整備 
的場川西踏切から概ね170m海田側の県道 
広島海田線と(都)青崎中店線の区間を整備 
 桁下の道路は高さ制限なしで平面通行可 



２ 

２ 
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⑶  完成後の道路ネットワーク（東西幹線道路） 

：東西幹線道路 

鉄道北側に整備される東西幹線道路により、 

     府中町⇔青崎･堀越⇔船越⇔海田町間の移動がスムーズに！ 

１６ｍ 

車道 歩道 歩道 

青崎中店線の標準横断図 

3.5m 9m 3.5m 



参考写真:（都）花都川線［船越小学校南側付近］ 

東西幹線道路 完成イメージ断面 
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４ まとめ 
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○ 今回の「見直し修正案」では、船越地区の３つの踏切を全て無く

し、鉄道を挟む南北市街地を３箇所の平面道路で連絡する計画とし

ており、「安全性」と「利便性」が大きく向上します。 

 

○ また、閉鎖する的場川西踏切における歩行者対策として、踏切 

西側（府中町側）の鉄道下に歩行者横断道を設置します。 

 

○ 今後は、この「見直し修正案」で本事業を推進していきたいと 

考えており、さらなる事業費の縮減や工事期間の短縮に努め、早期

に事業効果を発現できるよう取り組みます。 
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（参考） 

「当初計画」（Ｈ１１.３都市計画決定）の概要 

  ■ 「交通の円滑化」、「南北市街地の一体化」、「踏切の安全確保」を目的として、 
   平成１１年３月に都市計画決定 

①主な事業内容 ： 

  鉄道高架区間 向洋駅周辺～海田市駅周辺 約６．３ｋｍ 

  関連道路   東西幹線道路（(都)青崎中店線など）を整備 

②全体事業費※１ ：約１，０５０億円（市域：約３９０億円、県域：約６６０億円） 

③工事期間  ※１：１０年間程度 

④年間投資額※２ ：約９４億円（市域：約３５億円、県域：約５９億円） 

⑤費用便益比(B/C) ：１．０程度  
※１：全体事業費は、近年の事業費単価をもとに県・市が試算した概算額 
※２：年間投資額は、これまでの投資済額（市域：約４０億円、県域：約７０億円）を差し引き、工事期間で除したもの 
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（参考） 
「見直し案」（Ｈ２７.６公表）の概要 

①主な事業内容 ： 

  鉄道高架区間 Ⅰ期区間：向洋駅周辺～的場川西踏切付近 約２ｋｍ 
         Ⅱ期区間：海田市駅周辺 約２ｋｍ 
                   （呉線と山陽本線が立体交差する施設【乗り越し施設】は、 
                    既存のものを利用） 

  関連道路   東西幹線道路（(都)青崎中店線など）を整備 
             船越踏切   ⇒アンダーパスを整備 
         引地踏切   ⇒踏切延長を短縮して存続 
         的場川西踏切 ⇒閉鎖⇒(都)船越中央線(跨線橋)を整備 

②全体事業費※１ ：約７７０億円（市域：約２８０億円、県域：約４９０億円） 

③工事期間   ：１５年間程度 
            （Ⅰ期区間：１０年間程度、Ⅱ期区間：１０年間程度） 
             ※Ⅰ期区間工事着手後、概ね５年程度を目途にⅡ期区間工事に着手 

④年間投資額※２ ：約４４億円（市域：約１６億円、県域：約２８億円） 

⑤費用便益比(B/C) ：１．２程度 
※１：全体事業費は、近年の事業費単価をもとに県・市が試算した概算額 
※２：年間投資額は、これまでの投資済額（市域：約４０億円、県域：約７０億円）を差し引き、工事期間で除したもの 



 ①主な事業内容 ： 

   鉄道高架区間 Ⅰ期区間：向洋駅周辺～的場川西踏切付近 約２ｋｍ 
          Ⅱ期区間：的場川西踏切付近～海田市駅周辺 約３ｋｍ 

   関連道路   東西幹線道路（(都)青崎中店線など）を整備 
          的場川西踏切⇒閉鎖⇒(都)船越中央線(平面道路)を整備 
                         概ね８０ｍ広島側に歩行者横断道 
                      を整備 

 ②全体事業費※１ ：約９１５億円（市域：約３７０億円、県域：約５４５億円） 

 ③工事期間     ：１７年間程度 
          （Ⅰ期区間：１０年間程度、Ⅱ期区間：１０年間程度） 
             ※Ⅰ期区間工事着手後、概ね７年程度を目途にⅡ期区間工事に着手 

 ④年間投資額※２ ：約４８億円（市域：約２０億円、県域：約２８億円） 

 ⑤費用便益比(B/C) ：１．１程度  

（参考） 
「見直し修正案」（Ｈ３０.２公表）の概要 
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※１：全体事業費は、近年の事業費単価をもとに市が試算した概算額 
※２：年間投資額は、これまでの投資済額（市域：約４０億円、県域：約７０億円）を差し引き、工事期間で除したもの 


